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三リン酸構造

生理的pHにおけるATPの三リン酸部
→電荷は-4
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ビスホスホネート(BP)系骨粗鬆症治療薬

BP製剤の作用点

骨のリモデリング



70歳女性。

腰痛を訴え来院した。骨密度が低下していることが明らかになり骨粗しょう症と診断
され、以下の薬剤が処方された。

(処方１）
アレンドロン酸錠３５ｍｇ
１回１錠（週１錠）
週１ 回起床時４ 日分

(処方２）
ケトプロフェン
テープ ４０ｍｇ（１０×１４ｃｍ非温感）２８枚
１ 日１ 回腰に貼付

処方１のアレンドロン酸錠における以下の服薬指導の根拠は何か．

服薬指導

カルシウム、マグネシウム等の含量の
高いミネラルウォーターでは飲まないよう
にしてください。



ミネラルウォーターや牛乳での服用は不可

キレート形成により，吸収遅延

カルシウムイオンやマグネシウムイオンが薬
剤の吸収を抑制するから

⑥

6員環のキレート環
が形成される

K.B. Farrell et al.  Bone Reports, 2018, 9, 47-60.



沢井製薬 アレンドロン酸錠35「サワイ」ののみ方 より


